nibutani no mukashibanashi to kayo sinyo : minwa(02) by 田村 すず子
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3.  民 話 (2) 
石狩川の中流地域に ， 私は母と父と 
一緒に暮らしていました 
( 化け物に殺されかかった 女の話 ) 
石狩川の中流地域に ，私は母と父と 一緒に暮らしていましたが ，子供は私だ 
けでしたので ，いっそ う 両親 は 私をかわいがり ，ふたりで私を 抱いて寝て暮ら 
していました・ 父は鹿や熊をとって 家に運んで来て ，私たちは何を 食べたいと 
も欲しいとも 思わないほど 何不自由なく 暮らしていました・ 
それから， もう，少し大きくなったときから ， 私は 父がするやりかたを 見 
て ，ウサギのわな や キツネのわなの 仕掛け方をまねて ，キツネやウサギをとる 
と，両親はいっそう 喜んで，私をかわいがってくれました・そうしてだんだん 
に成長するにつれて ，鹿のわな，熊のわなを 父が仕掛ける 様子を見て，まねて 
同じようにし ，鹿や熊をとっていました・そうするうちに ，もう父も年とって 
足腰が弱ってからは ，私が山に行って わ なを仕掛けては ，鹿や熊をとって 暮ら 
していましたが ，父は， 湧別 川の中流地域の 村長に，私たちはたくさんの 貸し 
があ ったのでしたが ，
「お双がとって 来なければいけないのだよ」 
と父はいつも 言っていましたが ，私は，忙しいものですから 行きもしないでいる 
うちに，父はもうすっかり 年を取ってしまいました・ 
行かなくても 父がかわいそうですから ，行くと言いますと ，父は喜んで ， 
「石狩川の方をまわって 行くと， 大きな山があ って， その山をのぼって 行 
くと，そうすると 湧別 川の方に下りていく 尾根，長い尾根があ って，それに 
沿って下って 行くと，下って 行くと，天にゴーゴーと 響くような音がする 所
を目がけてそこまで 行くと， 湧 別別‥・ 湧 加川の上にかかって 大きな ブ ラの 
木が倒れているから ，それを橋にして ，その上を通って 行って，そして 少し 
川下へ下って 行くと，人が 大勢住んでいる 村，大きな村があ る  村長の家だ 
よ」 
と私に教えてくれましたので ， それから私は 出かけて行きました  
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l) kun と聞こえるのは 口を拭いながらでも 発音したものだろう   
2) cikus と聞こえるが ，言 い まちが い  
一 Ⅰ 4 一 
するとほんとうに‥・ ( 菅野 : ゆっくり， カヨ : ゆっくり言いなさい ) ( は 
あ り 
私は出かけて 行きました・ 足が速いものですから ， ( 荷物を背負って ) 食べ物 
を背負って， 石狩川の方をまわって 行きますと， ほわ とうに高い山があ って， 
その山をのぼって ，山の一番高いところに 上がりました・ 
初めて出歩いているものですから ，よく気をつけますと ，山の一番高いとこ 
ろに，大きなカツラの 木が根こそぎもげて 倒れているのも 見えました・そして 
尾根に沿って 下って行きますと ，ちょうどほんとうに 林がゴーゴーと 響くほど 
に，水の流れの 音がするので ，そこの 前 まで行きますと ，ちょうど橋に 近づき 
ますと，私の 後ろの方でゴソゴソ 昔がします・ そして見ますと ，父がにこにこ 
笑っていて，私の 後ろに果て， 
「この橋の上をお 前が通るのが 心配だから来たのだ」 
と言いましたが ，私は父だとは 思いませんでした・ けれども， 
「まあ ， うれしいわ・ 心細くなっていたところへ ， お父さんが来てくれた 
んですね」 
と 言いながら， さも喜んでいるように 言いながら，橋の 道のところに 下って 行 
きました  
すると， 
「私はお双を 大切に思っているから ，先に行きなさい ，行きなさい」 
と 言いました・ 
父 だと言うものがそ う 言いましたけれど ，私は父だとは 思 ，いませんでしたか 
ら， 
「どこのお父さんが 私を心配して 来てくれたのに ， 先に私を行かせるので 
すか ? 」 
と 言いながら，言いますと ， しぶしぶ先に 橋の上を通ったので ， こんな様子が 
見えました． 
その上を私たちが 通っている木の 下が渦巻いている 様子が見えましたので ， 
橋の真ん中に 行きましたから ，今度私がドンと 押しますと，その 渦巻いている 
所に落ちました・それからそれが 浮き上がりますと ，中がくずれた 大きな， 半 
分は筋子をつぶしてぶっかけたような ，半分は粉墨をまぶしたような 化け物で 
した・ その様子を見ながら ，私は岸に上がって ， それからすぐ 湧 別別に沿って 
川下へ走って 下って行きました・すると ，人の大勢住む 大きな村の村長だと 父 
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一 16  一 
が 言っていましたから ，その家の門ロ へ 行って，咳払いしますと ，美しい老女 
が出て来て ， 私を見て， そして私が来ていることを 言う声がしました・ する 
と ， 
「誰であ っても入りたくて 来たのなら，入れるものだよ」 
と言う声がしますと ，それからその 老女が出て来て ， 私に中にお入りください 
と言いました・ 
私は這いながら ，いざりながら 中に入りました・そして ，老人が私にわけを 
たずねましたので ， 
「こ う い う わけで，父からの 使いでまいりました」 
と言いますと ，二度も姉度も う なずいたりしながら ， 
「石狩川の中流地域の 村長にひとり 娘ががあ りになると聞いていましたが ， 
あ なたでしたか」 
と言って，ふたりして 喜び迎えてくれました・ 
夕方になりますと ， 鹿を背負った 人たちが帰って 来る音がしました・ する 
と，その老女が 外に出て ， 肉を家に入れるのを 手伝いながら ，私が来ているこ 
とを言っているらしく 思 、 われました・するとそれから 若者たちは外で 履物を脱 
いで家の中に 入ってきました・ 
そして父親にわけをたずねますと ， 
「石狩川の中流地域の 村長の娘さんだ」 
と答え， それから， 
「深い友達としてまた 会うために 1, 私はたくさんの 借財をしていたのだ つ 
たけれど，そのためにこの 娘さんはや って 来たのだ」 
と言いますと ，今度すぐ，若者たちは 切に‥・だか ) レバ一に刀を 通して切っ 
てくれて，私は 食べさせてもらったりして ，手厚くもてなされて ，一晩過ごし 
ました． 
そして， ちくる 日 ， その im 財にたくさんの 利子をつけて ，私にくれました・ 
けれども，そしてもう 私が帰ろうとしますと ，その家の主人の 老人がこう言い 
ました  
「大切なお嬢さんのことが 心配でいけないから ，橋の上を通るところまで 
送っていきなさいし 
とその老人が 言いましたが ，若者たちと 一緒に歩いて ，あ あ して私が行った と 
l)  L れ・深い友達になるもととして  
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utar@atura@wa@ora@neun@kane@neun@ka@pakoat ， an@hene@ki@yak@wen@kuni ， 
yaykonisomap'an@hi@kusu@oraun 
"@somo@irura@yakka@pirka@pirka@" 
sekor@haweanan@kor,@(kon)@puyne@arpaan   
5@ hi@neno@ruyka@(wa)@ka@akus@korka@nep@aoyamokte@ka@somo@ki@no ， ruyka 
ka@akus@hine@oraun@nea@situ@turasi@hemesuan@ akusu@ tu@ mekka@ ta ，  
wa@ anukar ， poro@ ranko@ osinritkomewke@ p@ corpokke@ ta  n a@ kameasi ， 
eturuShi@ sanke@ hine@ an@ siri@ iki@ hi@ kus@ oraun@ konto@ asikehe@ aanu@ hine 
orowano ， 
  "@te@ta@rewsian ， poro@cikuni@ ka@ sat@ cikuni@ka@ pirka@ ruwe@ an@ kus 
rewsian@kus@ne@" 
sekor@haweanan@kor ， inaan@arikiki   n@pe@ne@kusu ， orano@sat@cikuni@ata 
orano@ nea@ cikuni@ s nrit@ e urusihi@ anukar@ pe ne@ kusu,@ kasi@ un@ arura 
a@ arura@ a@ wa@ orano,@ ninaan@ kor@ orano@ iyosikkurkote@ siri iki@hi@kusu, 
15@ orowano, 
  "@te@ta@rewsian@yak@tasi@nusim@neno@rewsian@nek!@" 
sekor@haweanan@kor@ninaan@ayne@oraun@konto@ape@akotukka@akusu ， (un) 
sat@ cikuni@ e@ p@ ne@ kusu ， paraparse@ akusu@ orano@ (neosin)@ neasinrit 
corpok@un@orperere@hawe@as@hawe@anu@kor,@(anu)@anan@ayne@konto,@(unu) 
20@iki@ayne@sipicipici@hine@soyne ， hine@(hay@1)1'@hine@numaha@ka@uhuy@hine ， 
oraun@(Sn)@ sipicipiC@   hine(re)@ soyne@ hi@ nani@ esitciw@ s ri@ anukar@ kor 
oraun,@pasan@hine@auni@ta@sirepaan@korka@(un)@suy@aonautari@ka@aeko- 
ysoytak@ka@sorno@ki@no ， (X:@paka@ta@ne ， )@tane@hotkean@etok@ta@operatnean 
kane  差 nan  hine, 工丘 kariesoynean(an)   
25@ (aos)@aoksutu@sesek@pekor@humas@a@hi@ patek@nani@hemanta@iyesikari 
hine｛rowano‘kimne（yehoyupu”umi‖s‖yne ， kim》a《irouri・ ・・ ， ) 
poro@sirouri@ki@hine@an@hine@orowa@oro@iyomare@orowano ， iyokari@kik 
a@ kik@a@kik@ a   
sekor@ne@kor@oraun@konto@ne@Yupet@un@okkaypo@utar@isoytak2'   
り 詰りつづけて 疲れて，ためいきをついている． 
2@  ここまでは石狩川中流地域の 村長の子供 (, 良子から 娘 へうつっていった ) の自叙であ 
ったが， ここから交代して 湧別の村長の自子の 自叙となる・ この行はその 交代を告げ 
る語り手の言葉であ る・ ただし，以下は 人称が不安定となっている．なお ，語末の k
が [Q] と発音されているが ， これはよく起こる 現象であ る． 
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きに恐ろしい 目に会ったことも 言わないでいて ，若者たちと 一緒に行って ， ど 
うかして何かとがめられでもするといけないと 居 、い ，自分ひとりのほうが 安心 
なものですから ， 
「送って下さらなくてもいいです ，結構です」 
と言いながら ， 私 ひとりで出掛けました・ 
そして橋の上を 通りましたが ，何も変に思わないで ，橋の上を通って ，それ 
から例の尾根に 沿って上って 行きますと，尾根の 上にいて，見えました．大き 
なカツラの木が 根こそぎ倒れている ，その下にあ の化け物が鼻づらを 出してい 
る様子なので ，それから今度，私は 荷物をおろしてそれから ， 
「ここに泊まりましよう・ 大きな木も乾いた 木もいい具合いだから 泊まり 
ましょう」 
と言いながら ， 薪 採りをしました・ せっせとしましたので ， 乾いた木を伐っ 
て，それからその 木の根を， 鼻 づらが見えるものですから ，その上にどんどん 
運んで，それから ， 薪 採りをしてそれから 化け物が私のことをじっと 見ている 
様子なので，私は 
「ここに泊まったら ， さぞのんびりと 泊まれるでしょうねし 
と言いながら 薪 採りをしていました・それから 今度 火 をつけますと ，乾いた 木 
なものですから ， めらめ む 燃え上がりました・ するとその木の 根の下で， う 
わ あ と わめく声がしばらく 聞こえていました・それから 化け物はやっとのこと 
で， もがきもがきして ，外に出て，そして (はあ りそして毛も 焼けて，それか 
ももがきもがきして 外に出るとすぐ 動けなくなった 様子を見て，それから 走っ 
て行って家に 着きました・ けれどもまた 父 たちにも話さないで ， (X: 馬鹿だ 
ねり床につく 前に着物のひもも 結ぼないでいて ，用を足しに 外へ出ました・ 
えり首が熱いような 感じがしただけで ，すぐ何かにつかまえられて ，それか 
ら山へ持って 行かれる気配がしていました・そいつは 山で穴を掘って 大きな穴 
を掘ってあ って，それからそこに 私を入れてそれから ，私のまわりじゆうをた 
たいてたたいてたたきました． 
それから今度はさっきの 湧 別の若者たちの 語りになります・ 
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一 20  一 
その娘が帰ったあ と， 私たちはとても ，心配で心 酉 己で， 後から来てみますと ， 
このように，山の 上に化け物が 死んでいる様子で ，それからすぐ 娘が下って行 
った足跡があ りましたので ，たどって下って 行き (ましたが ) ますと， あ の老人 
が戸口に立ったり 家の中に立つたりして 祈っているところへ ，その若者たちが 
来て，老人たちにたずねますと ， 
「用を足しに 外へ出ると，そのあ と入って来ないので ，拝んでいるのです」 
と 言って，それから 見ますと， 4 本指の化け物の 足跡があ って，それからそれ 
をたどって下って 行きますと，土の 中に娘を埋めて ， その上で見張っている 悪 
い 神 ( 化け物 熊 ) を射て殺しました ， 
そしてそれからその 娘を掘り出そうとして ，地面をたたいてたたいたもので 
すから， どうにかして 掘り出して， それから今度運んで 帰りました・ それか 
ら ， 皆で戸口に立ったり 家の中に立ったりして 祈っているうちに ， 気がつい 
て ， それから皆にわけをたずねられますと ， 
「 ナ ぅ こ う いうことが， 行きにも， 帰りにも起こったのだったけれど ， 言 
いませんでしたが ，若い男の方たちのおかげで 命が助かりました」 
と言って， それから 
「実は湧別の 長者にふたりの 息子さんがいて ，私には娘がひとりいるので ， 
大きくなったら ，年下の方に 娘をとつがせようと ( 言い‥・ ) お互いに話して 
いたので，今も う 娘をとつがせたくて ，使いに出したのでしたが ， お 若い方 
たちのおかげで 娘も死なずにすみました」 
と言って，それから 今度その娘が 気がついてから ，連れて 湧 別に行って，すぐ 
午下の男が妻に 迎えると言って ，それからその 午下の男が娘の 家に来て，ふた 
りで老人たちを 養いました・そして 午を取っていたものですから ，幸せな晩年 
を送らせてあ の世へ送りました・ 子供もたくさんできて ，お互いに年を 取りま 
したが， こうして女がもうすこしで 悪い神に殺されるところでしたが ，守り神 
がついていてくれたおかげで ，命が助かりました・ 
とレ ¥ う 昔話 よ  
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